2010年中国国際環境保護博覧会

2010 CHINA INTERNATIONAL ENVIRONMENT PROTECTION FAIR 
会期：2010年6月24日(木)～26日(土）
会場：中国・大連星海会展中心
主催：中国国家環境保護総局、大連市人民政府    

運営：中国国家環境監測総站、大連市環境保護局、大連北方国際展覧株式有限公司                           
CIEPFは2000年から初めとしてスタートをした。中国国家環境保護総局は大連で二年に一回の中国一番専門な環境保護博覧会です。国際性、専門、総合、権威を持つ博覧会だと評価されました。中国国際環境保護博覧会は国家環境保護総局、科技部、大連市人民政府など関係部門及び省市環境保護局、環境産業協会から協力を支えて、五回の成功を収め、中国環境保護業界では最も影響力がある国際的な展覧会になってきました。総局指示精神に従う、本展は今までの開催経験積重上、展示規模と範囲を更に拡大する、展示会の内容を豊富する、技術交流レベルと深度を高めることを目指しています。 
主題：排出削減、エネルギーを節約、新エネルギー開発
アンケート調査：二年内全国環境保護と建設を投入資金総額9,000億元、中には、中央政府環境保護能力建設用に支持資金50億元を達し。
中国環境産業現在主な問題：
1. 規模が小さく、資金が不足で、開発能力が欠けている。沢山の環境施設建設と設備が輸入に頼ることになりました。

2. 環境技術の低下。国内で使用されている技術高いの環境設備などがほとんど海外から輸入されている。

3. 環境産業構造が単一で、地域発展のバランスが悪い。中国現在の生産力は環境機器及び‘三廃’（廃水、廃気、廃棄物）の総合利用の面に限っている。大部分の地域は環境保護施設のマーケデイング化運営システムがまだ出来ていません。     
出展範囲：

1.　水処理分野：

　a.工業廃水、都市生活汚水、医療汚水処理、中水再利用

　b.給水、排水システムとブラント設備

　c.膜技術と設備

　d.濾過材料

　e.水処理薬剤及びクリーン薬剤

　f.水消毒殺菌技術と設備

　g.海水の淡水化技術と設備

　h.汚水ポンプ、バルブ

　r.汚水の消臭技術

　j.工業循環冷却水の処理技術

　k.水処理の自動化と知能化制御技術

2.大気処理分野

　a.工業廃ガスの浄化

　b.集塵、脱硫、脱窒素などの技術と設備

　c.自動車排気ガスの浄化

　d.グリーンコール技術

　e.CFC代用品

　f.グリーンエネルギー技術

3.ごみ処理分野

　a.都市ゴミ及び工業廃棄物の処理技術と設備

　b.都市ゴミの運送、分離、処理、資源化技術と設備

4.騒音処理分野

　工業、交通、生活、工業建築などにおける騒音と振動防止技術と設備　

5.資源の総合利用分野

　廃棄物資と汚染物の処理、資源化技術

6.自然生態保護分野

　a.生態農業技術

　b.珍奇品種の保護と繁殖技術

　c.生体保護と生態モニタリング分野

7.環境モニタリング分野

　a.水質と廃水の自動モニタリングシステム

　b.廃ガスの汚染源のオンラインモニタリングシステム

　c.大気と水質の汚染物のサンプリングとモニタリング設備

　d.環境汚染事項の応急モニタリング設備

　e.放射物、騒音、振動、光、熱の測定機械と自動モニタリングシステム

　f.情報処理と輸送及びその他の特殊検査測定に使用する設備

　g.実験室で使用する一般の分析機械

8.その他

　a.室内空気汚染浄化製品

　b.無公害有機化学肥料

　c.無毒殺虫剤

　d.環境コンサルテイング

＜前回開催結果＞

会期：2010年6月24日～26日
会場：大連星海会展中心
総出展社数：約330社　（そのうち海外82社）
海外出品国と地域：日本、韓国、ロシア、アメリカ、イギリス、ドイツ、フランス、ノルウェー、中国香港など。
総来場者数：約32,000人

交易額：17.7億元

意向契約件数：530
出展要項：
＜出展料金＞

標準小間（3m×3m＝9㎡）：2000ドル/小間
さら地：200ドル/㎡（最少申込面積は27㎡。）

＜（出展料金に含まれた）基本設備とサービス＞

1 標準小間（3m×3m＝9㎡）：三面システムパネル（隣接小間との間仕切り、背面パネル、袖パネル）、社名プレート（１枚）、受付カウンター（１台）、折りたたみイス（2脚）、スポットライト（２灯）、220V/5A（500W）コンセント（１個、注：500W以上の用電場合は別途申請、有料になります）。

2 さら地：設備無し、24時間清掃及びセキュリティのサービスを提供する；特別装飾工事する場合、入館前に工事管理費を払うべき。工事費用＝15元/㎡。

お問合せ：

株式会社 日中協力センター
対外連絡部：高橋 秀実
TEL：(03)3208-3082   (03)3208-3083
E-mail：zhuyuan@cameo.plala.or.jp
または：jccnpo@hotmail.co
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